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地下鉄東西線「東山駅」こ番出国から徒歩約5分
京都市バス「岡崎公園美術館・平安神宮前」下草

徒歩約3分
「東山仁王門」下車徒歩約5分

東隣に有料駐車場(約20台 )がごさいます。
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京
都
観
世
会
八
月
例
会

人
丸
浦

田

保

親

人
九
ノ
従
ィ
）洲
¨
Ｈ側
知́
押
土貝

悪
ｔ
兵
●
＝
観
世
鉄
之
丞

景

清松
問
之
会
釈

水
掛
聟

（
一
時
頃
）

宮
十
ノ
娘
田
茂
井
律
朗

富
十
ノ
■
河

村

晴

道

富

士

太

鼓
現
之
楽
間

（能
）

（狂
言
）舅

野
村
又
三
郎

―

‐
休
憩
　
十
分

―

‐

大

江

信

行

片
山
九
郎
右
衛
門

笛
杉

　

市

和

（後
見
）

（地
謡
）

後
　
見

・
地
　
謡

寺

澤

拓

大

江

広

宮

本

茂

深

野

貴

育ヒ

―

‐
休
憩
十
五
分

―

‐

（仕
舞
）

女

郎

花

井
　
　
筒

大

江

広

祐

吉

浪

壽

晃

（二
時
四
―
五
分
頃
）

（能
）

男
谷
　
弘
之
助

要

古

Ｈ

篤

史

龍
個
杉
浦
豊
彦

春

日

龍

神

明
恵
上
人

小

林

　

努

龍

女

之
舞

従
僧

渡

貫

多

聞

従
僧
宝

生

朝

哉

附

祝

言

（終
了
予
定
　
四
時
前
）

里
人

福
工
茂
|‐

11`

′
lヽ  人
鼓 抜

大亀
倉土
,「百
′l

茨広
郎忠

信

朗

改
メ

聟
野
村
小
三
郎

妻
伊

藤

　

泰

臣
下
福

王

知

登

従
者
伊

藤

大
鼓
河

村

　

大

小
抜
林̈
　̈
士
口
丘
を^何

泰

笛
左

鴻

泰

弘

（後
見
）

（後
見
）松

田

高

義

浅

井

風

矢

松

野

浩

行

河
村
浩
太
郎
　
味

方

　

国

大

江

泰

正
　
林
喜
有
衛
門

鷲
尾
世
志
子
　
浦

部

幸

裕

田
茂
井
廣
道

河

村

晴

久

人
鼓
谷

日

正

壽

小
鼓
吉

阪

一
郎

大
鼓
前

川

光

範

笛
杉
　
信
太
朗

橋

本

忠

樹

井

上

嘉

介

（後
見
）

（地
謡
）

（地
謡
）

樹 宮 橋

下 川 本

T‐ 卓 充

慧 也基

分 味 片 松

林 方 山 井

道  仲 美
治 玄 吾 樹

地
:喜

宮 武 古 味

本 田 橋 方

茂 邦 正

樹 弘 邦 梓

井
上
裕
之
真 彦 樹 祐 海

古 浅 浦 橋

本

光

史

田

保

浩

井

文

義

浪

壽

晃

【お
知
ら
せ
】

今
後
の
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
当
日
券
販
売
の
有
無
や
催
し
物
の
内
容
等
が
変
更
と
な
る
場
合
が

ご
ざ

い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「字
幕
解
説
サ
ー
ビ
ス
」
専
用
端
末
は
千
円

（税
込
）
に
て
貸
出

い
た
し
ま
す
。

解
　
説

景
　
清
　
松
門
之
会
釈

保

几
の
本
を
誇

っ
た
さ
し
も

の
平
家

．
門
も
、
時
利
あ
ら
ず
、
義
経
勢
は
強
し
、

西
海
を
流
師
し
た
末
、

つ
い
に
長
門
壇

の
浦

で
壊
滅

し
、　
一
円

の
お
も
だ

っ
た

者

は
波

に
沈

み
、
あ

る

い
は
源
氏

に
捕

わ
れ

の
身
と

な

っ
た
．
し
か

る
に
、
上

き
上
手

の
忠
Ｌ
兵
衛
景
清

は

い
ず

こ
と

も
な
く
姿
を
消

し
た
、
と
平
家
諸
本

は

語

る
。
能

，
景

清
一
は
、
そ

の
後

日
諄

と
し
て
書
か
れ
て
い
る
．

景
清

は
両
眼
を
失

つ
た

源
家

一
統

の
世
は
見

た
く
も

な
し
と
、
み
ず

か
ら

両
眼
を
扶
り
取

っ
た

の
だ
と
も
伝
え

る
。

彼

に
は
熱

川

の
遊
女

の
腹

に
も
う

け
た

一
女

が
あ

っ
た
，

い
ま

の
鎌
倉
亀

ヶ
江

谷

の
遊
女
人
九

で
あ

る
．
彼
女

は
父
恋

し

さ

に
、
日
向

の
か

た

ほ
と

り

ま

で
、

風

の
た
よ
り
を

頼

み

に
下

っ
て
来

た
。

両
眼
を
失

っ
た
景
清

は
、
せ
ん
か
た
な

さ

に
髪
を
お

ろ
し
、
日
向

の
勾
当
と
呼

ば
れ
て
、
村
人

の
憐

れ
み
て
日
に
糊

し

て

い
る

．
勾
当
と

は
検
校

・
別
当

に
次

ぐ
盲
人

の
位

の

‥

座
頭

の
上
位

で
あ

る
．
能

＾
景

清
）
は
Ｆ

ン
テ
が
巷

に
琵

琶
を
抱

い
て
平
家
を

ｉｉｌｌ

る
琵
琶
法
師

の

姿

で
―

さ
す

が

に
わ

れ
も

平
家
」
と
、

援
引
き
を
語

る

の
が
、　
．
つ
の
妙
味

と

い
え
る

鎖
引
き

は
景
清

が
大

ガ
を
折

っ
て
退

こ
う
と
す

る
ｉ
保
谷
四
郎

の
兜

の
鎖
を

つ
か

ん

で
引

き
戻

そ
う

と

し
、

三
保
谷

は
引

か

れ
ま

い
と
身

を

引
き
、

揉

み

つ
揉
ま

れ

つ
の
末
、
鏡
が
切

れ
た

と

い
う
話

で
、
話

の
主

人
公
と
、
語

り

手
と
、
さ
ら
に
琵
置
法
師

の
三
者

が
オ

ー
ヴ

ァ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
の
だ
．

「松

門
之

会
釈
」
は

「松

門
之

応
答
」

と

も
、
「松

門

之

出
」
と

も

い

い
、
「松

問
ひ
と
り

…
」

の
話

は
平
家
節
を
語

る

と

い
う
伝
え
が
あ
る
‐

富
士
太
鼓
　
現
之
楽

萩
原

の
院

化^

国
人
■
）
が
内

裏

で

七
日
間
の
管
絃

の
催
し
を
さ
れ
る
の
で
、

天
王
寺

の
浅
――ｌｊ
と

い
う
人
鼓

の
名
手

が

召
さ
れ
た
，
と

こ
ろ
が
住
占

の
富

士
と

い
う
人
鼓

の
名
子

が
自
分

で
そ

の
役
を

望

ん
で
Ｈ
京
す

る
　
宙
―

の
■

し
出

た

行
為
を
情

ん
だ
浅

間

は
、
宿
所

に
押

し

入
り
富

・
―，
を
殺
害

し

て
し
ま
う
〓
富
士

の
妻
は
帰

ら
な

ヽ
人

の
身
を
案

し

て
∫

供
を
連
れ

て
都

へ
Ｌ
Ｉ，
、
院

の
臣

ド
に

夫
が
非
業

の
死
を
と
げ
た
と
知
ら
さ
れ
、

我
が
身

や
子
供

の
こ
と
を
考
え
悲

嘆

に

く
れ
る
‐
し
か
し
女

は
気
を
と
り
な

お

し
臣
下
か
ら
波

さ
れ
た
形
見

の
舞

衣
装

を
若

て
鳥
兜
を

つ
け
、
人

に
別
れ
た

の

も
、
人
が
討

た
れ
た

の
も
、
こ
の
人
鼓

の
せ

い
、
大
鼓

こ
そ
人

の
仇

で
あ

る
と

母
ｆ
と
も

に
太
鼓
を
打

っ
て
怨
念

を
は

ら
そ
う
と
す

る
．

い
つ
し
か
亡
き
富
十

の
霊
が
妻

に
と
―，

つ
き
狂
乱

の
態

で
大

鼓
を
打
ち
な
ら
し
丼
楽

を
舞
う
〓
仇

の

大
鼓
を
討
ち
果
た
し
、
激
し

い
狂
乱
も

鎮

ま

っ
た
要

は
心

の
迷

い
も
晴

れ

て
、

衣
装
を
脱
ぎ
捨

て
る
と
、
も
と

の
女

に

戻

っ
て
母
ｒ
と
も
ど
も
故
郷

へ
と
帰

っ

て
い
く
の
で
あ

っ
た

形
見
を
身

に
■

け
る

こ
と

に
よ

っ
て

形
兄

の
主
が
な
き
添
う
と

い
う
手
法

は
、

「松
風
』
『井
筒
』
‐社
若
」
『卒
都
婆
小
町
』

な
ど
多
く

の
曲

に
取
り
入
れ
ら
れ

て

い

る
が
、
一富
士
太
鼓
」

で
は
夫

へ
の
恋
慕

の
深
さ
に
、
娘

へ
の
母
性
愛
も
加
わ
り
、

憑
依

の
舞

の
面
白

さ
と
狂
女
物

ら
し

い

人
間
ド
ラ
マ
が
両
立
し
て
い
る
。

「
現
之

楽
」

の
小

書

で
は
、
「楽
」

の

途

中

に
橋
懸

へ
行

き
太

鼓
を
見

込

み
、

ま
た
舞
台
に
戻

っ
て
大
鼓
を
打

つ
な
ど
、

大
鼓
が
よ
り
生
か
さ
れ
る
演
出

に
も
な

っ
て
い
る
．

春
日
龍
神
　
龍
女
之
舞

山
城
国
栂
尾

の
明
恵
卜
人
が
入
唐
波

天
を
志
し
、
そ

の
暇
乞

い
に
春

＝
明
神

へ
参
詣
す

る
た
め
、
余
良
春

日

の
里

ヘ

と

お
も
む
く
　
そ

こ

へ
官
守

の
翁

が
現

れ
卜
人
が
天
“
Ｉ

店

Ｌ

へ
波

ろ
う
と
考

え

て

い
る
こ
と
を
聞
き
、
そ
れ
は
神
慮

に
背
く

こ
と

で
あ

る
と

引
き
止

め

る
．

と

い
う

の
も
、
春

日

の
明
神

は
、
年

始

を
は
じ
め
四
季
折

々
の
に
人

の
参
詣
を

心
待
ち

に
し

て
お
ら
れ
、
Ｌ
人
を
太
郎

と
名
づ
け
、
笠
世

の
解
脱

Ｌ
人
を
次
郎

と
呼
び
、
両

の
限
両

の
手

の
よ
う

に
思

し
召
し
、
守
護
遊
ば
す

と
伺

っ
て

い
る

の
で
、
上
人
が

日
本
を
よ
り

天
竺

■
唐

Ｌ

へ
お
波
り
に
な

っ
て
は
明
神

の
思
し

召
し
に
背
く

こ
と

に
な

る
と

い
う

の
で

あ

る
。
―．
人
が
、
人
膚

渡

天
も
仏
跡

を

尋
ね
る
た
め
で
あ

る
か
ら
神
慮

に
背
く

は
ず

は
な

い
と
答
え

る
と
、
響
尊

入
減

後

の
今

日
で
は
、
こ
の
本

日
山

こ
そ
仏

が
説
法
さ
れ
た
霊
鶯
山
で
あ
る
と
諭
す
。

上

人

は
即
ち

こ
れ
を

御
神

託
と

思

い
、

渡
唐
を
思

い
止
ま
り
、
名
を
尋
ね
る
と
、

翁

は
渡
店
を
止
ま

る
な
ら
ば
‥

二
笠

山

に
五
天
竺

の
様
を
写
し
、
伴
迦

の
誕
生

か
ら
入
減

の
様
ま

で
す

べ
て
お
見
せ
し

よ
う
と

い
う
神

の
■
を
伝
え
に
来
た
も

の
で
、
時
風
秀

行
と
名

の
１，
．
か
き
消

す
よ
う
に
消
え
て
し
ま
う
　
　
　
〈中
入
〉

や
が
て
春

Ｈ
野

の
野
山
は
金
色

の
世

界
と
な
り
、

八
人
龍

――
が
百
■

の
春

族

を
引
き
連
れ

て
出
現
し
仏

の
会
座

に
参

会

す
る
様
を
見
せ

る
‐
―
人
が
入
唐
渡

天
を
正
ま

る
山
約
束
を
す

る
と
、
龍
神

は
猿
沢

の
池

の
水
を
蹴
立

て
て
消
え
失

せ
る
．
時
風
秀
行
と
は
本

日
明
神
が
鹿
島

か

ら
春
日
山

へ
移
り
給
う
と
き

に
供
奉

し

た

１
人

の
者
．
能
本

で
は
こ
れ
を

一
人

と
し
て
取
扱

っ
て
い
る
‐

「龍
女
之
舞
」
の
小
■
が
付
く
と
、
常

に
は
で
な

い
龍
女
が
出
て
舞
を
舞
う
．

お
客
様
人
お
願

い

◆
都
合
に
よ
り
当
日
券
販
売
の
有
無
や
催
し
の
内

容
、
出
演
者
に
変
更
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
許
可
な
き
写
真
撮
影

・
録
音

・
録
画
は
お
断
り

い
た
し
ま
す
。

◆
上
演
中
は
、
携
帯
電
話
な
ど
音
や
光
を
発
す
る

機
器
の
電
源
は
お
切
り
く
だ
さ

い
。

◆
見
所
（客
席
）
で
の
ご
飲
食
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
東
隣
に
有
料
駐
車
場
が
ご
ざ

い
ま
す
。
満
車
の

際
は
岡
崎
公
国
市
営
地
下
駐
車
場
等
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
〓

【表
紙
写
真
】

〈景
清
）
片

山

幽

雪

金
の
星
渡
辺
写
真
場

撮
影

因
皿
目

京
都
観
世
会
九
月
例
会

令
和
８
年
９
月
２７
日
（日
）

午
前
１１
時
開
演

（能
）

謄
岬牟
催
震
一　
　
宮

本
　
茂

樹

（狂
薔
）
狐
”
　

塚
一
　

　

茂

山

千
五
郎

（能
）
　

一
二
　

終
判
　

　

主日
木
　
道

喜

素

囃

子

（能
）

融

占

橋

正

邦

先


